
地
球
環
境
の
激
変
を

防
ぐ
第
一
歩

２
０
０
５
年
２
月
16
日
、
京
都

議
定
書
が
発
効
し
ま
し
た
。
こ
の

議
定
書
に
つ
い
て
は
、
世
界
最
大

の
二
酸
化
炭
素
排
出
国
で
あ
る
ア

メ
リ
カ
が
離
脱
、
第
２
位
の
中
国

は
発
展
途
上
国
と
さ
れ
て
い
る
の

で
削
減
義
務
が
な
い
な
ど
、
実
効

性
が
乏
し
い
と
の
声
が
あ
り
ま
す

が
、
地
球
の
気
候
を
安
定
さ
せ
環

境
の
激
変
を
防
い
で
い
く
た
め
の

第
一
歩
で
あ
る
と
捉
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

日
本
は
02
年
に
批
准
。
08
〜
12

年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
を
90
年
比
で
６
％
削
減
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

03
年
度
の
排
出
量
は
90
年
比
で
８

％
増
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
90
％
余

り
を
占
め
る
二
酸
化
炭
素
は
11
・

９
％
増
と
、
目
標
達
成
に
は
ほ
ど

遠
い
現
状
で
す
。

さ
ら
に
、
個
別
に
み
る
と
次
の

よ
う
な
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。
①

不
況
に
よ
る
生
産
減
で
産
業
部
門

の
排
出
量
は
横
ば
い
だ
が
、
生
産

あ
た
り
の
排
出
で
み
る
と
効
率
は

悪
化
、
②
オ
フ
ィ
ス
や
店
舗
な
ど

の
排
出
が
急
増
。
機
器
、
建
物
の

構
造
、
働
き
方
の
見
直
し
が
必
須
、

③
ク
ル
マ
中
心
の
街
づ
く
り
と
公

共
交
通
機
関
の
減
少
で
、
ク
ル
マ

利
用
が
増
加
、
④
消
費
者
は
、
大

型
Ｔ
Ｖ
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
浪

費
型
製
品
の
購
入
を
煽
ら
れ

る
一
方
で
、
省
エ
ネ
を
呼
び

か
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
状

況
で
す
。

原
発
は
放
射
能
問

題
と
二
酸
化
炭
素

の
排
出
増
を
招
く

原
子
力
発
電
を
「
二
酸
化

炭
素
排
出
抑
制
と
い
う
観
点

か
ら
重
要
な
基
礎
電
源
」
と

位
置
づ
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
も
問
題
で
す
。
確
か
に
原

発
自
体
は
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し

ま
せ
ん
が
、
放
射
能
の
問
題
は
深

刻
で
す
。

ま
た
、
現
在
電
力
生
産
で
30
％

余
り
を
占
め
て
い
る
原
発
の
比
率

が
た
と
え
50
％
近
く
に
な
っ
た
と

し
て
も
、
抑
制
効
果
は
二
酸
化
炭

素
排
出
総
量
の
数
％
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
そ
の
う
え
過
去
の
実
績
か
ら

み
れ
ば
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

は
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
総
供
給
量

と
相
関
関
係
を
持
っ
て
い
ま
す
。

原
発
を
推
進
す
る
政
策
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
を
助
長
さ
せ
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
を
増
大
さ
せ
ま
す
。

環
境
税
等
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

既
存
税
制
の
見
直
し
が
先
決
で
す
。

大
量
生
産
・
大
量
流
通
・
大
量

消
費
・
大
量
廃
棄
の
社
会
・
経
済

か
ら
の
脱
却
を
め
ざ
す
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
・
税
制
の
確
立
を
求
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

（
富
山
洋
子
）

① 昭和44年９月１日第三種郵便物認可 毎月７日､17日､27日発行

☆今号は合併号ですので、次号は３月27日発行です。

フ
ァ
イ
ル
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
後
で
お
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

コ
ピ
ー
・
転
載
の
時
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。●

特
集
・
京
都
議
定
書
ズ
バ
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＆
Ａ
…
…
②
③
④
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●
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…
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●
反
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●
欧
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の
Ｇ
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フ
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ゾ
ー
ン
⑨

●
大
豆
畑
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国
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会
⑩

●
耳
標
偽
装
事
件
で
農
水
省
回
答
⑪
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地
球
温
暖
化
は
ど
う
し
て
起
き
る
の
？

地
球
の
大
気
中
に
含

ま
れ
る
「
温
室
効
果
ガ

ス
」
は
、
太
陽
に
温
め
ら
れ
た
地

表
か
ら
放
出
さ
れ
る
熱
（
赤
外
線
）

の
一
部
を
吸
収
し
、
再
度
地
表
に

向
け
て
熱
を
放
射
し
て
い
ま
す
。

実
は
、
こ
の
温
室
効
果
が
な
け
れ

ば
、
地
表
の
平
均
気
温
は
マ
イ
ナ

ス
18
℃
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
近
年
、
人
類
の
産
業
活

動
が
活
発
に
な
り
、
大
気
中
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
が
増
え
た
こ

と
で
、
吸
収
・
放
射
さ
れ
る
熱
量

も
多
く
な
り
、
地
表
の
気
温
が
上

昇
し
て
い
ま
す
。こ
れ
が「
地
球
温

暖
化
」
の
仕
組
み
で
す
。
こ
の
影

響
で
、
地
球
全
体
の
平
均
気
温
は

最
近
１
０
０
年
間
で
約
０
・
６
℃
、

日
本
で
は
約
１
℃
上
昇
し
ま
し
た
。

こ
れ
以
上
温
暖
化
が
進
行
す
る

と
、
氷
河
や
南
極
な
ど
の
氷
が
溶

け
出
し
、
今
後
１
０
０
年
間
に
９

〜
88
㎝
海
面
が
上
昇
す
る
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、
こ
こ
１

０
０
年
間
で
は
15
㎝
程
度
上
昇
し

ま
し
た
。
も
し
海
面
が
１
ｍ
上
昇

す
る
と
、
日
本
で
は
砂
浜
の
８
割

が
消
え
、
東
京
・
大
阪
の
中
心
部

の
半
分
程
度
が
水
没
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
間
を
含
む
動
植
物
の

生
態
系
へ
の
影
響
は
必

至
で
、
食
料
生
産
に
影

響
が
出
た
り
、
絶
滅
の

危
機
に
瀕
す
る
動
物
が

現
れ
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
国
連
環
境
計

画
の
予
測
で
は
、
二
酸

化
炭
素
濃
度
が
現
在
の

２
倍
に
な
る
と
、
異
常

気
象
な
ど
に
よ
る
食
料

生
産
へ
の
影
響
で
、
年

間
３
０
０
０
億
ド
ル
以

上
の
損
害
が
発
生
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

図１ 地球温暖化の仕組み

ＱＡ特集 地球温暖化と京都議定書
守れるか、100年後のいのち京都議定書

早わかりＱ＆Ａズバリ
!

「
温
室
効
果
ガ
ス
」っ
て
ど
ん
な
も
の
？

ＱＡ
二
酸
化
炭
素
、
メ
タ
ン
、

一
酸
化
窒
素
、
フ
ロ
ン
類

４
％
（
01
年
実
績
）
を
占
め
ま
す
。

つ
ま
り
、
温
暖
化
の
最
大
の
原
因

は
二
酸
化
炭
素
で
あ
り
、
そ
の
排

出
削
減
が
温
暖
化
防
止
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
わ
け
で
す
。

二
酸
化
炭
素
は
石
油
、
石
炭
な

ど
の
化
石
燃
料
が
大
量
に
消
費
さ

れ
る
こ
と
で
増
加
し
ま
す
。
そ
の

大
気
中
濃
度
は
98
年
に
は
３
６
５

ppm
で
、
産
業
革
命
前
と
比
べ
て
３

割
も
増
し
て
い
ま
す
。

（
Ｃ
Ｆ
Ｃ
、
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
等
）、
ハ

ロ
ン
、
代
替
フ
ロ
ン
類
（
ハ
イ
ド

ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
類
等
）
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
最
も
温
暖
化
に

影
響
を
与
え
て
い
る
の
は
二
酸
化

炭
素
で
、
地
球
全
体
で
の
温
暖
化

へ
の
寄
与
度
は
60
％
。
日
本
か
ら

排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
93
・
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「
議
定
書
」
っ
て
何
？

ＱＡ
議
定
書
と
は
、
国
際
条

約
を
部
分
的
に
強
化
す
る

た
め
、
条
約
本
体
と
は
別
に
定
め

ら
れ
た
取
り
決
め
で
、
条
約
と
は

別
に
、
条
約
の
締
約
国
が
署
名
し

た
も
の
を
指
し
ま
す
。
京
都
議
定

書
は
、
気
候
変
動
に
関
す
る
国
際

連
合
枠
組
条
約
（
気
候
変
動
枠
組

条
約
）
に
基
づ
き
、
97
年
12
月
に

京
都
で
採
択
さ
れ
た
も
の
で
す
。

気
候
変
動
枠
組
条
約
は
、
大
気

中
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
を
安

定
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

92
年
５
月
に
採
択
、
92
年
の
ブ
ラ

ジ
ル
・
リ
オ
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
か

ら
署
名
が
始
ま
り
、
94
年
３
月
に

発
効
し
ま
し
た
。
こ
の
条
約
は
、

先
進
国
に
対
し
て
２
０
０
０
年
ま

で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を

90
年
と
同
レ
ベ
ル
ま
で
削
減
す
る

と
い
う
努
力
義
務
を
課
す
も
の
で

し
た
が
、
文
字
通
り
「
枠
組
み
」

を
定
め
た
も
の
で
、
法
的
拘
束
力

を
持
つ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
２
０
０
０
年
以
降
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
定
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
条
約
締
約
国
は
、
法

的
拘
束
力
の
あ
る
削
減
目
標
を
定

め
る
た
め
に
、
95
年
か
ら
気
候
変

動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
）
を
毎
年
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
で
開
か
れ
た

Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
で
は
、
先
進
国
に
お
け

る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減

目
標
を
含
む
議
定
書
を
、
97
年
に

開
催
す
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
で
採
択
す
る

こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
ベ
ル

リ
ン
・
マ
ン
デ
ー
ト
」
を
採
択
。

こ
の
「
ベ
ル
リ
ン
・
マ
ン
デ
ー
ト
」

を
受
け
て
、
97
年
に
京
都
で
行
な

わ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
で
、
京
都
議
定

書
が
採
択
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

ち
な
み
に
04
年
は
、
12
月
に
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
・
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ

ス
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
が
開
か
れ
ま
し
た
。

ど
ん
な
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
？

ＱＡ
京
都
議
定
書
は
、
気
候

変
動
枠
組
条
約
の
原
則
で

ン
類
ガ
ス
に
つ
い
て
は
95
年
）
の

数
値
と
比
べ
て
少
な
く
と
も
５
・

２
％
削
減
す
る
こ
と
が
目
標
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
数
値
目
標
は
国
ご
と
に
差

が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

過
去
に
大
量
に
温
室
効
果
ガ
ス
を

排
出
し
て
き
た
先
進
国
が
、
発
展

途
上
国
に
率
先
し
て
排
出
削
減
の

た
め
に
行
動
す
る
た
め
で
す
。
発

展
途
上
国
に
は
排
出
量
削
減
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

あ
る
「
共
通
だ
が
差
異
あ
る
責
任
」

に
基
づ
い
て
、
先
進
国
が
果
た
す

べ
き
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
具
体

的
な
義
務
を
初
め
て
定
め
た
も
の

で
す
。

こ
の
議
定
書
で
は
、
二
酸
化
炭

素
や
メ
タ
ン
な
ど
６
種
類
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
を
、
先
進
国
全

体
で
、
08
〜
12
年
の
間
に
90
年

（
フ
ロ
ン
類
ガ
ス
及
び
代
替
フ
ロ

温室効果ガス 地球温暖化計数 性 質 用途・排出源 温暖化への寄与度

二酸化炭素（CO2） 1 代表的な温室効果ガス 化石燃料の燃焼など 60.1％

メタン（CH４） 21 天然ガスの主成分で、常温で気体。よく燃える 燃料の漏洩、農業など 19.8％

一酸化二窒素（N２O） 310 数ある窒素酸化物の中で最も安定した物質。他の窒素酸
化物（例えば二酸化窒素）などのような害はない

燃料の燃焼など
（特に自動車） 6.2％

オゾン層を破壊
するフロン類 CFC、HCFC等 数千から1万程度

塩素などを含むオゾン層破壊物質で、同時に強力な温室
効果ガス。モントリオール議定書で生産や消費を規制。 化石燃料の燃焼など 13.5％

オゾン層を破壊
しないフロン類

HFC（ハイドロフル
オロカーボン類）

数百から1万程度 塩素がなく、オゾン層を破壊しないフロン。強力な温室
効果ガス

スプレー、エアコン、冷蔵庫
などの冷媒、半導体洗浄など

0.4％PFC（パーフルオロ
カーボン類） 数千から1万程度 水素もなく、炭素とフッ素だけからなるフロン。強力な

温室効果ガス 半導体洗浄など

SF6（六フッ化硫黄） 23900 硫黄とフッ素だけからなるフロンのなかま。強力な温室
効果ガス 半導体洗浄など

◆温室効果ガスの種類
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ど
ん
な
国
が
批
准
し
て
い
る
の
？

ＱＡ
京
都
議
定
書
は
、
気
候

変
動
枠
組
条
約
締
約
国
の

う
ち
55
か
国
以
上
が
批
准
し
、
か

つ
批
准
国
が
90
年
の
時
点
で
排
出

し
て
い
た
二
酸
化
炭
素
量
の
総
和

が
世
界
全
体
の
55
％
を
超
え
て
初

め
て
発
効
さ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
批
准
国
は
足
り
て
い

た
の
で
す
が
、
二
酸
化
炭
素
排
出

量
の
総
和
が
発
効
要
件
を
満
た
せ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
04

年
、
排
出
量
第
３
位
の
ロ
シ
ア
が

批
准
し
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
う
や

く
05
年
２
月
16
日
に
発
効
し
ま
し

た
。し

か
し
、
排
出
量
第
１
位
の
ア

メ
リ
カ
は
、
01
年
に
突
如
京
都
議

定
書
か
ら
離
脱
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
理
由
を
、
主
要
な
発
展

途
上
国
（
中
国
な
ど
）
に
削
減
目

標
を
課
さ
な
い
京
都
議
定
書
は
、

自
国
の
利
益
を
損
な
う
か
ら
だ
と

説
明
し
て
い
ま
す
。

排
出
量
が
取
引
で
き
る
っ
て
本
当
？

ＱＡ
京
都
議
定
書
で
は
、
他

の
国
と
協
力
し
て
削
減
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
柔

軟
性
措
置
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
「
京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
と

言
い
ま
す
。

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
取
引
も

そ
の
ひ
と
つ
で
、
先
進
国
間
、
あ

る
い
は
そ
の
国
の
企
業
間
で
、
排

出
割
当
量
の
一
部
を
売
買
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

先
進
国
同
士
が
共
同
で
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
し
、
投
資
国
が
削
減
量
を
獲
得

で
き
る
仕
組
み
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
「
共
同
実
施
」
と
呼
び
ま
す
。

同
様
に
、
先
進
国
と
発
展
途
上
国

が
共
同
で
、
発
展
途
上
国
に
お
い

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
場

合
は
「
ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ

ム
」
と
呼
ば
れ
、
削
減
量
の
一
部

を
先
進
国
が
獲
得
で
き
ま
す
。

ま
た
京
都
議
定
書
で
は
、
森
林

を
二
酸
化
炭
素
な
ど
温
室
効
果
ガ

ス
の
吸
収
源
と
見
な
し
、
光
合
成

の
過
程
で
森
林
が
吸
収
す
る
量
が

大
気
中
か
ら
の
削
減
量
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
国
内

外
で
適
用
が
可
能
で
す
。

し
か
し
一
方
で
、
こ
う
し
た
京

都
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
発
展
途
上
国

や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
「
先
進
国
に
よ
る

抜
け
穴
の
拡
大
」
と
し
て
多
く
の

批
判
が
寄
せ
ら
れ
、
実
際
、
京
都

議
定
書
で
定
め
ら
れ
た
削
減
目
標

が
、
こ
れ
に
よ
り
実
質
的
に
大
幅

に
緩
め
ら
れ
て
い
る
の
も
事
実
で

す
。

国
内
で
は
ど
ん
な
取
り
組
み
が
？

ＱＡ
政
府
は
、
97
年
の
Ｃ
Ｏ

Ｐ
３
直
後
に
は
「
地
球
温

暖
化
対
策
推
進
本
部
」
を
設
置
し
、

98
年
に
は
、
そ
の
後
の
温
暖
化
防

止
政
策
の
柱
と
な
る
「
温
暖
化
対

策
推
進
大
綱
」
を
制
定
し
ま
し
た

が
、
二
酸
化
炭
素
削
減
量
が
不
確

か
な
森
林
吸
収
源
や
、
国
内
で
の

対
策
で
は
な
い
京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
大
き
く
依
存
し
、
相
変
わ
ら
ず

原
発
の
増
設
を
前
提
と
す
る
な
ど
、

実
質
的
な
温
暖
化
対
策
と
は
い
え

な
い
も
の
で
し
た
。
02
年
に
は
、

京
都
議
定
書
の
目
標
達
成
計
画
の

基
盤
と
な
る
べ
き
も
の
と
し
て
、

こ
の
大
綱
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

結
局
は
各
省
庁
の
施
策
の
寄
せ
集

め
に
終
わ
り
、
市
民
が
「
シ
ャ
ワ
ー

を
１
日
１
分
減
ら
す
」
こ
と
な
ど

を
削
減
の
数
字
と
し
て
積
算
す
る

な
ど
、
と
て
も
政
策
と
は
呼
べ
な

い
も
の
で
し
た
。

他
方
、
産
業
界
で
は
、
日
本
経

済
団
体
連
合
会
が
91
年
に
温
暖
化
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問
題
に
対
す
る
行
動
指
針
を
発
表
、

97
年
に
は
36
業
種
が
参
加
し
た
業

種
ご
と
の
「
環
境
自
主
行
動
計
画
」

を
公
表
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
産

業
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
の
34
団
体

が
温
暖
化
対
策
と
し
て
「
２
０
１

０
年
度
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を

90
年
度
レ
ベ
ル
以
下
に
抑
制
す
る

よ
う
努
力
す
る
」
と
い
う
全
体
の

目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
03
年
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

起
源
二
酸
化
炭
素
排
出
量
算
定
値

（
環
境
省
速
報
値
）
に
よ
れ
ば
、

産
業
部
門
こ
そ
90
年
度
比
で
マ
イ

ナ
ス
０
・
02
％
と
若
干
減
っ
て
い

ま
す
が
、
運
輸
19
・
５
％
、
業
務

そ
の
他
（
オ
フ
ィ
ス
な
ど
）
36
・

９
％
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
（
発
電

な
ど
）
３
・
６
％
と
、
産
業
界
か

ら
の
排
出
は
軒
並
み
増
加
し
て
い

ま
す
。
05
年
２
月
18
日
付
『
日
本

経
済
新
聞
』
に
よ
れ
ば
、
経
済
産

業
省
の
調
べ
で
は
主
要
30
業
種
の

う
ち
目
標
達
成
可
能
と
判
断
さ
れ

た
の
は
13
業
種
に
過
ぎ
ず
、
業
績

が
好
調
な
業
種
を
中
心
に
11
業
種

が
目
標
達
成
を
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま

す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
04
年
12
月
に

は
発
展
途
上
国
か
ら

排
出
枠
を
買
い
取
る

た
め
の
「
日
本
温
暖

化
ガ
ス
削
減
基
金
」

が
設
立
さ
れ
る
な
ど
、

国
内
対
策
よ
り
京
都

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
る

海
外
で
の
排
出
枠
獲

得
に
依
存
す
る
傾
向

が
ま
す
ま
す
強
ま
っ

て
い
ま
す
。

日
本
の
削
減
目
標
は
達
成
で
き
る
の
？

ＱＡ
03
年
度
環
境
省
速
報

値
に
よ
れ
ば
、
二
酸
化

炭
素
排
出
量
は
90
年
度
比
で
11
・

９
％
、
温
室
効
果
ガ
ス
全
体
で
も

８
％
増
加
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

京
都
議
定
書
の
目
標
達
成
に
は
、

あ
と
14
％
も
温
室
効
果
ガ
ス
を
減

ら
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
行

政
も
企
業
も
取
り
組
み
が
不
十
分

で
あ
る
現
状
で
は
、
目
標
達
成
は

難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

「
６
％
削
減
市
民
案
」
を
提
言

す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
気
候
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
は
、
具
体
的
政
策
と
し
て
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
の
た

め
の
法
整
備
や
、
省
エ
ネ
法
改
正

に
よ
る
工
場
・
事
業
所
な
ど
の
省

エ
ネ
強
化
な
ど
を
上
げ
て
い
ま
す

が
、
特
に
「
炭
素
税
」
の
導
入
を

強
く
求
め
て
い
ま
す
。

炭
素
税
は
、
化
石
燃
料
へ
の
課

税
を
通
じ
て
、
個
人
や
企
業
が
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
に
応
じ
て
税

を
収
め
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

ま
た
、
例
え
ば
ド
イ
ツ
な
ど
で
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
飛
躍
的

に
増
加
さ
せ
た
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

買
い
取
り
法
」
な
ど
も
、
実
質
的

な
効
果
を
上
げ
る
方
法
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
量
生
産
・

大
量
消
費
を
改
め
、
持
続
可
能
な

社
会
へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
く
以

外
、
小
手
先
の
「
省
エ
ネ
」
程
度

で
は
追
い
つ
か
な
い
こ
と
は
、
誰

の
目
に
も
明
ら
か
で
し
ょ
う
。

（
編
集
部
）

企
業
の
取
り
組
み
を
強
く
求
め
よ
う

京
都
議
定
書
の
目
標
達
成
に
つ
い
て
は
、

何
か
と
「
国
民
一
人
ひ
と
り
の
努
力
」
が
持

ち
出
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
二
酸
化
炭
素
総

排
出
量
の
う
ち
、
家
庭
か
ら
の
排
出
は
わ
ず

か
13
・
３
％
（
図
７
）
で
、
ほ
と
ん
ど
が
広

い
意
味
で
の
経
済
活
動
に
関
わ
る
排
出
で
す
。

つ
ま
り
、
経
済
構
造
そ
の
も
の
に
手
を
付
け

な
い
限
り
、
い
く
ら
個
人
が
努
力
し
て
も
焼

け
石
に
水
な
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
一
人
ひ

と
り
の
意
識
や
暮
ら
し
方
の
変
革
は
必
要
で

す
。
し
か
し
、
消
費
者
と
し
て
は
ま
ず
、
企

業
や
社
会
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
求
め
る

べ
き
で
し
ょ
う
。
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①
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
よ
う

温暖化対策特集 地球温暖化と京都議定書
守れるか、100年後のいのち

温
室
効
果
ガ
ス
14
％
の
削
減
が
日
本
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
ど
ん
な
暮
ら
し
を
す
れ
ば
二

酸
化
炭
素
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

未
来
へ
す
こ
や
か
な
い
の
ち
を
つ
な
げ
る
の
か
、

今
後
の
私
た
ち
の
生
き
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

交
通
・
移
動
手
段
を
考
え
る

外
出
す
る

と
き
は
、
で

き
る
だ
け
バ

ス
や
鉄
道
な

ど
公
共
交
通

機
関
を
利
用

し
、
自
分
一

人
だ
け
で
ク

ル
マ
を
使
っ

て
移
動
す
る

こ
と
を
避
け

ま
し
ょ
う
。

人
そ
れ
ぞ
れ

が
置
か
れ
て

い
る
環
境
は

違
い
ま
す
が
、

特
に
公
共
交

CO2削減量

節約量

初期費用

計算の条件
１人が１km移動するときに排出される二酸化炭素:鉄道17、
路線バス99、自家用自動車47(kg)

出典 国土交通省「利用したくなる鉄道・バスを目指して」

通
機
関
が
発
達
し
て
い
る
都
心
部

で
は
、
ク
ル
マ
よ
り
地
下
鉄
な
ど

の
鉄
道
を
利
用
し
た
方
が
移
動
時

間
も
短
縮
す
る
な
ど
利
点
も
多
く
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
も
少
な
く
な

り
ま
す
。

②
週
２
日
往
復
８
km
の

運
転
を
控
え
る

ま
た
、
普
段

の
通
勤
・
通
学

や
買
い
物
な
ど

の
際
、
週
に
２

日
だ
け
往
復
８

km
の
ク
ル
マ
の

利
用
を
控
え
、

自
転
車
を
利
用

し
た
り
、
公
共

交
通
機
関
を
利

用
す
る
と
、
そ

CO2削減量 185（kg/世帯・年）

節約量 8,000円

初期費用

計算の条件

出典 JCCCA 身近な地球温暖化対策

の
効
果
は
表
の
よ
う
に
約
８
０
０

０
円
の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。

③
急
発
進
・
急
ブ
レ
ー

キ
を
慎
む

ク
ル
マ
の
運
転
も
急
発
進
や
急

加
速
は
、
静
か
で
な
め
ら
か
な
発

進
や
加
速
に
比
べ
燃
料
の
消
費
量

が
明
ら
か
に
多
く
な
り
ま
す
し
、

減
速
時
に
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を

上
手
に
使
う
と
燃
料
の
節
約
が
で

き
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
駐
車
な
ど
長
時
間
停
車

す
る
と
き
に
は
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ

を
せ
ず
、
エ
ン
ジ
ン
を
切
り
ま
し
ょ

う
。
年
間
２
４
０
日
、
１
日
５
分

ア
イ
ド
リ
ン
グ
時
間
（
合
計
20
時

間
相
当
）
を

短
縮
す
る
と
、

39
kg
二
酸

化
炭
素
の
削

減
と
な
り
、

年
約
２
０
０

０
円
の
節
約

と
な
る
そ
う

で
す
。
夏
、

ア
イ
ド
リ
ン

グ
し
た
ま
ま

冷
房
を
か
け

て
停
ま
っ
て

い
る
ク
ル
マ

は
、
ぜ
ひ
木
陰
な
ど
で
エ
ン
ジ
ン

を
切
っ
て
窓
を
開
け
て
駐
車
し
て

く
だ
さ
い
。

CO2削減量 101（kg/世帯・年）

節約量 4,620円（世帯・年）

初期費用

計算の条件
１日10回急発進、急加速をやめる。
排出係数は2.31kg-CO2/lとした

出典 省エネルギーセンター「スマートドライブ」

購
入
と
廃
棄
を
考
え
る

①
省
エ
ネ
の
電
化
製
品

や
ク
ル
マ
を
選
ぼ
う

電
力
使
用
量
が
多
い
家
電
品
は

エ
ア
コ
ン
、冷
蔵
庫
、照
明
器
具
で
、

こ
れ
ら
三
つ
で
家
庭
内
の
電
力
使

用
量
の
半
分
以
上
を
占
め
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

省
エ
ネ
タ
イ
プ
の
エ
ア
コ
ン
な

ど
は
、
95
年
型
よ
り
03
年
型
が
約

40
％
あ
ま
り
省
エ
ネ
性
能
が
向
上

し
て
い
る
た
め
、
積
極
的
な
買
い

替
え
を
進
め
る
向
き
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
果
た
し
て
製
造
か
ら
廃

棄
ま
で
を
ト
ー
タ
ル
で
考
え
た
と

き
ど
う
な
る
の
か
は
、
見
え
て
き

ま
せ
ん
。
使
用
を
控
え
る
の
は
当

然
で
す
が
、
安
易
な
買
い
替
え
は
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要
注
意
で
す
。

ガ
ス
器
具
は
、ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
の

炎
が
鍋
底
か
ら
外
に
で
な
い
内
炎

式
の
も
の
に
す
る
と
、
従
来
の
も

の
よ
り
18
％
効
率
が
良
く
、
１
年

で
１
世
帯
あ
た
り
26
kg
の
二
酸
化

炭
素
の
削
減
に
な
り
、
こ
れ
は
１

４
０
０
円
（
年
）
の
節
約
に
な
る

そ
う
で
す
。
た
だ
し
初
期
費
用
と

し
て
３
万
円
程
度
が
必
要
と
、
環

境
省
の
目
標
達
成
シ
ナ
リ
オ
小
委

員
会
の
参
考
資
料
に
あ
り
ま
す
。

移
動
手
段
と
し
て
使
用
す
る
ク

ル
マ
の
購
入
に
も
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
自
動
車
・
圧
縮
天
然
ガ
ス
自
動

車
を
選
び
、
で
き
る
だ
け
軽
自
動

車
や
小
型
車
な
ど
に
し
て
、
燃
費

が
良
い
低
公
害
車
を
選
ぶ
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
タ
イ
ヤ
も
転
が
り

抵
抗
が
少
な
い
エ
コ
タ
イ
ヤ
に
す

る
と
燃
費
も
向
上
し
ま
す
。

②
廃
棄
処
理
は
適
正
に

家
電
品
や
ク
ル
マ
な
ど
の
廃
棄

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
サ
イ
ク
ル

法
に
則
っ
て
処
理
す
る
こ
と
で
、

製
品
中
に
使
わ
れ
て
い
る
フ
ロ
ン

や
代
替
フ
ロ
ン
な
ど
、
温
暖
化
や

オ
ゾ
ン
層
破
壊
の
原
因
物
質
を
適

切
に
抜
き
取
り
処
理
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
拡
大
生
産
者
責

任
が
明
確
で
な
い
な
ど
、
各
リ
サ

イ
ク
ル
法
に
は
様
々
な
問
題
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
一
点
だ
け
は
、

地
球
環
境
保
護
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。

住
宅
・
住
ま
い
方
を
考
え
る

①
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
で

エ
コ
住
宅
を
目
指
そ
う

家
の
新
築
・
建
て
替
え
に
は
、

高
断
熱
高
気
密
の
省
エ
ネ
住
宅
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。
断
熱
性
能
が

良
い
と
、
光
熱
費
も
あ
ま
り
か
か

ら
ず
室
内
温
度
の
変
化
も
少
な
い

た
め
、
快
適
に
過
ご
せ
、
結
露
な

ど
も
起
こ
り
に
く
い
の
で
、
家
も

長
持
ち
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
で
ペ

ア
ガ
ラ
ス
な
ど
の
複
層
窓
に
す
る

と
、
断
熱
効
果
と
と
も
に
防
音
効

果
も
上
が
り
ま
す
。

屋
上
に
土
な
ど
を
敷
き
、
草
木

を
植
え
て
緑
化
す
る
と
、
真
夏
の

温
度
上
昇
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、

冷
暖
房
効
率
が
良
く
な
り
ま
す
。

ま
た
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
屋
根

に
設
置
し
て
、
少
量
で
も
自
家
発

電
す
る
と
省
エ
ネ
意
識
も
ぐ
っ
と

高
ま
り
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
家
で
も
、
窓
に
断

熱
フ
ィ
ル
ム
を
貼
っ
た
り
、
カ
ー

テ
ン
や
簾
を
上
手
に
活
用
す
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
で
も
冷
暖
房
効
果
が
向

上
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
各
家

で
使
用
す
る
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
冷

暖
房
機
器
の
数
が
少
な
く
て
も
快

適
に
過
ご
せ
る
ほ
ど
エ
コ
住
宅
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

②
日
々
実
践
、
生
活
の
知

恵
と
社
会
へ
の
働
き
か
け

冷
暖
房
の
設
定
を
１
℃
低
く
し

た
り
、
見
な
い
テ
レ
ビ
や
灯
り
は

こ
ま
め
に
消
し
、
食
事
は
家
族
揃
っ

て
一
緒
に
食
べ
、
お
風
呂
は
続
け

て
入
っ
て
追
い
炊
き
回
数
を
減
ら

し
た
り
、
お
湯
や
水
の
流
し
っ
ぱ

な
し
を
止
め
、
風
呂
の
残
り
湯
は

洗
濯
や
掃
除
、
庭
の
打
ち
水
な
ど

に
も
利
用
す
る
と
水
道
水
の
使
用

量
が
減
ら
せ
ま
す
…
…
な
ど
な
ど

た
く
さ
ん
の
暮
ら
し
の
知
恵
が
あ

り
、
実
践
す
る
ほ
ど
節
約
に
も
な

り
ま
す
。

し
か
し
、「
塵
も
積
も
れ
ば
山

と
な
る
」
と
は
い
う
も
の
の
、
各

家
庭
で
の
取
り
組
み
以
上
に
温
暖

化
対
策
の
有
効
な
手
だ
て
は
、
圧

倒
的
に
大
き
な
排
出
源
で
あ
る
各

業
界
が
、
原
料
調
達
か
ら
廃
棄
に

至
る
ま
で
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量

を
真
正
面
か
ら
見
据
え
、
思
い
切
っ

て
本
気
で
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・

大
量
廃
棄
の
悪
循
環
を
断
ち
切
る

こ
と
で
す
。

ま
た
例
え
ば
、
い
ま
環
境
省
が

推
進
し
て
い
る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
焼
却
処
理
な
ど
は
、
有
害
ガ
ス

の
発
生
源
に
な
る
と
同
時
に
二
酸

化
炭
素
の
排
出
源
に
も
な
り
、
ま
っ

た
く
矛
盾
し
た
愚
策
で
す
。
各
家

庭
で
の
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

こ
の
よ
う
な
国
や
自
治
体
の
矛
盾

し
た
政
策
や
、
企
業
の
努
力
不
足

に
対
し
て
声
を
あ
げ
て
い
く
こ
と

も
温
暖
化
対
策
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

（
植
田
靖
子
）

CO2削減量 540（kg/世帯・年）

節約量 9,923円（世帯・年）

初期費用

計算の条件
東京地域での133�戸建て住宅、高断熱高気密住
宅と既存住宅の冷暖房エネルギー消費の試算値

出典 環の国くらし会議住まいとくらし分科会第４回資料３


